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入札日／11月11日（単位：円）
工事（業務）の番号・名称 契約額（税込） 請負業者 完成予定

公会計制度対応支援業務 4,082,400 ㈱福島県中央計算センター 平成29年
３月下旬

飯舘村葬儀所整備工事実施設計業務 14,040,000 ㈲小坂建築設計工房 平成29年
２月中旬

総合行政システム改修業務（地方税系） 1,003,320 ㈱福島県中央計算センター 平成29年
３月下旬

地方公共団体情報セキュリティ強化対策業務 19,116,000 ㈱福島県中央計算センター 平成29年
３月下旬

総合型GIS構築業務 9,072,000 ㈱福島県中央計算センター 平成29年
３月下旬

深谷地区復興村営住宅集会所実施設計業務 7,063,200 ㈱邑建築事務所 平成29年
３月下旬

花卉栽培・多目的広場防災工事 4,644,000 ㈲福相建設 平成29年
１月下旬

村内拠点深谷地区排水溝等整備工事（その１） 12,312,000 庄司建設工業㈱ 平成29年
３月下旬

クリアセンタートラック購入 6,804,000 福島日野自動車㈱相双営業所 平成29年
３月下旬

子ども・子育て支援システム改修業務 1,080,000 ㈱福島県中央計算センター 平成29年
３月下旬

飯舘村「いいたて までいな いちご」試供品製作業務 2,376,000 ㈱大広 東京本社 平成29年
３月中旬

農業用施設等整備工事（飯舘村深谷復興拠点地内第１号） 72,144,000 大内わら工品㈱ 平成29年
３月下旬

農業用機械導入事業（飯舘村深谷復興拠点内 高所作業車１台
及びポット土入れ機一式） 4,302,990 ㈱南東北クボタ川俣営業所 平成29年

３月中旬

森林病害虫（カシノナガキクイムシ）防除業務 2,160,000 飯舘村森林組合 平成29年
３月下旬

大谷地団地３期既存住宅解体工事 18,252,000 濱田建設工業㈱ 平成29年
３月中旬

センター地区配水管布設工事積算業務 1,512,000 （一財）ふくしま市町村支援機構 平成28年
11月下旬

農業集落排水施設災害復旧事業
実施設計業務（草野第１地区） 3,132,000 福島県土地改良事業団体連合会 平成29年

３月下旬
農業集落排水施設災害復旧事業
配水管布設替え実施設計業務（草野第１地区） 3,110,400 ㈱東亜コンサルタント 平成29年

３月下旬

基盤整備促進事業　飯舘１期地区測量設計業務 6,696,000 ㈲御堂測量設計事務所 平成29年
３月中旬

基盤整備促進事業　飯舘１期地区工事（大倉字大倉地内） 3,456,000 後藤建設工業㈱ 平成29年
３月下旬

第19号 帰還再生生活道路整備工事
（伊丹沢字笹ノ沢地内 外） 19,440,000 濱田建設工業㈱ 平成29年

３月下旬

岩部川復旧工事 （飯樋字西原 地内） 5,076,000 濱田建設工業㈱ 平成29年
３月下旬

飯樋町裏線外側溝補修工事（飯樋字町地内 外） 3,240,000 ㈲福相建設 平成29年
３月下旬

スクールバス（マイクロバス）購入 9,990,000 三菱ふそうトラック・バス㈱ 平成29年
３月下旬

浄化槽汚泥収集運搬処分業務 2,970,000 ㈱協和エムザー 平成29年
２月下旬

飯舘中学校・スポーツ公園整備事業地質調査業務 9,720,000 庄建技術㈱ 平成29年
２月下旬

入札日／12月12日（単位：円）
工事（業務）の番号・名称 契約額（税込） 請負業者 完成予定

センター地区道路境界確認測量業務 15,660,000 国際航業㈱福島営業所 平成29年
３月中旬

村内拠点南側エリア測量業務 8,100,000 ㈲御堂測量設計事務所 平成29年
３月下旬

村内拠点深谷地区排水溝等整備工事（その２） 12,528,000 庄司建設工業㈱ 平成29年
３月下旬

村内拠点深谷地区排水溝等整備工事（防火水槽） 10,422,000 庄司建設工業㈱ 平成29年
３月下旬

道の駅「までい館」電気自動車充電設備整備工事 15,120,000 ㈲長谷川電気工事 平成29年
３月下旬

村民コミュニティ構築支援ICT事業 アプリ構築業務 21,168,000 ㈱福島県中央計算センター 平成29年
３月下旬

飯野支所LAN・電源整備業務 1,026,000 ㈱福島県中央計算センター 平成29年
３月下旬

飯舘村移動通信用鉄塔施設NTTドコモ用通信設備工事 11,016,000 日本コムシス㈱ 平成29年
３月下旬

飯舘村移動通信用鉄塔施設KDDI用通信設備工事 12,960,000 サンワコムシスエンジニアリング㈱ 平成29年
３月下旬

入札結果をお知らせします

材料（２人分）
・かき… …………… １５０ｇ
・塩… ………………… 適量
・焼き豆腐… ………… 1/2丁
・白菜（ひと口大に切る）…… ３枚
・ねぎ（斜め切り）……… 1/2本

・しょうが（薄くスライス）………１片
・春菊（軸を切り、半分の長さにする）…1/2本
・牛乳… …………… ２００ml
（合わせみそ）
・み　そ… ………… 大さじ１
・みりん… ………… 大さじ１

（作り方）
①かきは塩水で振り洗いし、ザルに上げて水気を切り、野菜も下処

理しておく。
②焼き豆腐、白菜、ねぎ、しょうが、かきの順に鍋に並べ入れる
③２に牛乳を注ぎ、ふきこぼれないように注意しながら中火で煮る。

煮立ったら春菊を加え、弱火にして蓋をし、５～６分煮る。
④ふつふつとしてきたら、合わせみそを鍋の縁にぬり、少しずつ煮

汁と合わせながらいただく。

　

今
も
あ
る
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
ん
な

話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
立
病
院
の
壁
に
あ
る
患
者
の
詩
が
残
さ

れ
て
い
る
と
い
う
話
で
す
。
詩
の
題
は
「
神
の
思
い

や
り
」
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
る
と
か
・・・
。

よ
り
偉
大
な
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
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神
に
健
康
を
求
め
た
の
に

よ
り
よ
き
事
が
出
来
る
よ
う
に
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病
気
を
与
え
ら
れ
た
。

幸
せ
に
な
ろ
う
と
し
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富
を
求
め
た
の
に

賢
明
で
あ
る
よ
う
に
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貧
困
を
授
か
っ
た
。

世
の
人
の
称
賛
を
得
よ
う
と
し
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成
功
を
求
め
た
の
に

得
意
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と 

失
敗
を
授
か
っ
た
。

求
め
た
物
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１
つ
と
し
て
与
え
て
も
ら
え
な
か
っ
た
が

願
い
は
全
て
聞
き
届
け
ら
れ
た

今
私
は
あ
ら
ゆ
る
人
の
中
で
最
も
豊
か
に
祝
福
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
分

か
り
ま
し
た
・・・
と
い
う
文
で
す
。

　

以
前
、「
ぽ
け
っ
と
」
に
松
下
幸
之
助
さ
ん
の
話
を
書
い
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
し
た
。「
成
功
の
秘
訣
は
」
の
問
に
「
身
体
が
弱
か
っ
た
こ
と
」「
学

力
が
な
か
っ
た
こ
と
」「
貧
乏
だ
っ
た
こ
と
」
と
。

　

正
に
同
じ
こ
と
を
そ
の
患
者
さ
ん
は
病
院
に
入
院
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
悟

っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
毎
日
の
生
活
の
中
で
中
々
気
づ
か
な
か
っ
た

こ
と
が
大
変
な
目
に
遭
っ
て
初
め
て
分
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
・・・
。

　

私
た
ち
は
６
年
に
も
お
よ
ぶ
避
難
生
活
を
、「
神
の
お
も
い
や
り
」
と
解

釈
し
た
ら
、
普
段
で
は
知
り
得
な
い
こ
と
が
学
べ
る
、
出
来
得
な
い
こ
と
が

出
来
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
・・・
は
．た
．し
．て
⁈

 

平
成
29
年
１
月
18
日　

飯
舘
村
長　

菅
野　

典
雄

神のおもいやり

　
「
村
の
思
い
出
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
特
に
ふ
く
し
ま
駅
伝
に
参

加
し
て
き
た
こ
と
が
大
切
な
思
い
出

で
す
。
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
応
援

は
と
て
も
力
に
な
り
ま
し
た
」。
今

年
、
二
十
歳
を
迎
え
た
俊
希
さ
ん

に
と
っ
て
村
は
大
切
な
ふ
る
さ
と

で
す
。「
将
来
は
、
お
世
話
に
な
っ

た
村
の
た
め
に
働
い
て
い
き
た
い
で

す
」。
成
人
式
前
夜
に
は
、
親
子
で

久
し
ぶ
り
に
語
り
合
い
、
改
め
て
感

謝
の
気
持
ち
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た

そ
う
で
す
。
感
謝
と
決
意
を
胸
に
、

新
た
な
一
歩
を
歩
み
出
し
ま
し
た
。

髙橋 俊希さん（前田・八和木）

「かきのミルクみそ鍋」牛乳を使った新しい和食!「乳和食」

 簡単で、美味しく、栄養タップリ!

⃝「乳和食」はみそや醤油などの伝統調味料に牛乳を組み合わせ
ることで、食材本来の風味や特徴を損なわずに減塩し、美味し
く和食を食べる調理法です。

協力：飯舘村食を考える会


